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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
1) 学術集会の開催 
大会と地方会（北海道・東北・東京（含関東）・中部・近畿・中国四国・西日本）を開催して、生理

学研究者の学術活動と交流の場を提供している。また、若手研究者や学生に研究成果を発表し国内外の
トップクラスの生理学研究者と交流する機会を提供している。生理学会大会は下記の通り開催された。 
第 99 回日本生理学会大会（2022 年 3月 16日-18 日、東北大学川内北キャンパス 仙台） 
第 100 回日本生理学会記念大会（2023年 3 月 14日-3 月 16 日、国立京都国際会館 京都） 
第 101 回日本生理学会大会（2024 年 3月 28 日-30日、北九州国際会議場・西日本総合展示場 北九州） 
2) 学会誌の刊行 
英文誌 Journal of Physiological Sciences（IF = 2.6）はオープンアクセスジャーナルとして生理学お

よび関連分野の質の高い論文を掲載している。2024 年 6 月より 100 周年記念特集号 "100 Years 
Progress of Physiological Research in Japan" の掲載を開始している。 
和文誌「日本生理学雑誌」は、生理学会会員が研究活動および教育活動等に関する情報を発信・共有

し、また交流する場を提供している。 
3) 研究・教育活動 
生理学は「生命機能」に関わる広範な学問領域を包含する。そのため研究分野は多様であり、生理学

会会員の背景も医学、薬学、歯学、獣医学、看護学、体育学、栄養学、東洋医学（鍼灸・漢方）、理学
療法学、生命科学、システム生物学、生体医工学、情報通信工学、生理学教育等と多様である。その多
様性と異分野融合を基盤として活発な研究活動行い、生命機能の理解と病態の解明に貢献している。 
学会員の研究成果の紹介記事を生理学会 HP「サイエンストピックス」に掲載し社会に発信している。 
生理学教育において優れた教育能力と広い知識を備えた人材を育成する目的で、「生理学エデュケー

ター認定制度」を 2015 年から実施しており、現在、388 名が認定を受けている。さらに、2023 年度よ
り、わが国および世界の生理学・生理科学をけん引する研究者の育成・支援を担うことができる者を認
定することにより講師・准教授等の学会員のさらなる活躍を支援することを目的として「卓越生理学エ
デュケーター認定制度」を開始し、現在 26 名が認定を受けている。 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
日本生理学会が世界の生理学研究者コミュニティーにおいて役割を果たすべく、国際交流委員会を

設置して活動している。日本生理学会員が、国際生理科学連合（IUPS: International Union of 
Physiological Sciences）において 2nd Vice-President、Council を務め、アジアオセアニア生理学会連
合（FAOPS: Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies）において Secretary-General、
Council を務めるなど、運営に重要な役割を果たしている。また、IUPS や FAOPS に所属する各国の
生理学会との学術交流を推進し、講演者の派遣や日本生理学会大会への招聘を行っている。 



ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

日本生理学会は、生体の機能と恒常性維持のしくみを明らかにし、さらに病態の発症機構に迫る研究
活動により、健康の維持、疾病の診断・治療・予防に貢献している。理学療法学や東洋医学分野などの
生理学研究は疾病の治療と予防に資するものであり、さらに運動生理学の研究はロコモ・フレイルの予
防に貢献している。生理学研究はスマートヘルスケア・デバイスの開発にも大きく貢献している。 
生理学の教育やアウトリーチ活動を通じて、次世代の医学研究・生命科学研究を担う人材の育成に貢

献している。日本生理学会大会では、中学生・高校生に学会への参加と発表の機会を提供している。 
日本生理学会は、生理学研究や基礎医学研究の面白さと意義を一般市民に伝えることを目的として、

大会において市民公開講座を開催している。第 100 回日本生理学会記念大会の市民公開講座では「100
年後の人類は？」というテーマについて、研究者とともに高校生にもご参加頂き、活発な討論を行った。 
ｄ.学会運営上留意している点 

次世代の生理学研究および基礎医学研究を牽引する人材を育成するために、優れた若手研究者に対
して学会賞（日本生理学会奨励賞、入澤宏・彩記念若手研究奨励賞、入澤宏・彩記念 JPS優秀論文賞）
を授与している。さらに、優れた女性生理学者の研究を奨励することを目的として入澤彩記念女性生理
学者奨励賞を授与している。 
研究者のダイバーシティに配慮し、男女共同参画推進委員会による啓発活動や日本生理学会大会に

おけるシンポジウムに加えて、日本生理学会大会開催期間中に託児所を開設し、子育て、介護など様々
なライフイベントを迎えている研究者が日本生理学会大会へ参加できるよう経済的に支援するライフ
イベント支援制度を行っている。第 101 回日本生理学会大会では、下記３項目について支援した。 
①大会設置託児室利用料の無料化、②大会参加中にかかる託児費用・介護費用の支援、③大会参加に際
して同伴する未就学児の旅費の支援 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 
日本生理学会から、第 31 回日本医学会総会 2023 学術プログラム基礎医学シンポジウムとして「AI

がつなげる生命科学 〜基礎医学から医療へ〜」および「データ駆動型サイエンスに基づく脳神経疾患
の治療戦略」を提案し、採択された。 
日本生理学会大会において、他学会連携シンポジウム（日本薬理学会、日本解剖学会、日本病態生理

学会、日本神経科学学会、日本内分泌学会、日本体力医学会、日本鍼灸学会、日本理学療法学会 等）
を開催している。また、日本医学会連合連携フォーラム事業として、第 100 回日本生理学会記念大会に
おいて日本生理学会・日本生化学会・日本自律神経学会 連携シンポジウムを、第 101 回日本生理学会
大会において日本生理学会・日本解剖学会・日本薬理学会・日本睡眠学会・日本時間生物学会・日本神
経科学学会 連携シンポジウムを開催した。 
日本解剖学会と 2011 年、2015年、2021 年に合同大会を開催し、学術交流を続けている。 
日本生理学会・日本解剖学会・日本薬理学会との合同大会の開催を 2025年 3月に予定している。 

 


